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1 は.じめに
国土地理院では ､ GP S連即観測システム により ､ 全国8 8 7点 (平成9年6月現在) から得
られた 24時間デ ー タを､ 精密軌道情報や地球回転パ ラメ ー タを用い て解析 し, 観軸局座棲を
推定して い る｡ そ れと同時に大気遅延畳もパ ラメ ー タ として推定してい るが ､. これが全観測点
に対して得られ るために , 平均 2 0 km ぉきに水蒸気デ ー タが得られる こ とになる｡ しかも､
定常観測で は大気遅延丑は3時間軌こ推定されて いるので ､ 3時間毎に 8 8 7点の水蒸気デ ー
タが得られて い る こ とになる ｡ 水蒸気の 時空間変動は, 気象学分野では観測が非常に困難だっ
たようであるが. GP S を逆に水蒸気セ ンサ ー と見なせば , かつ てない高時空間分解能水兼気セ
ンサ ー というこ とになる｡ rG P S気象学+ の中心的な桂は､ この水蒸気情報を気象庁の数値予
報 システム に用い , デ ー タ同化の 手法によ っ て水耗先の時空間変動に関する予報精度を向上さ
せ る こと, そ して得 られた予報値を G P S観測デ ー タに加え､ 解析に用いる こと によっ て水水気
による測位散糞をなくす ことにある｡ しかし､ このプロジ ェ クトのもう 一 つ の大貴な桂杜, 上
記の過程で得られた各種水蒸気情報をデ ー タベ ー スとして盤僻する こである ｡
2 国土地理院の G PS連続観軌網 の概要 (大気遅延且の推定を中心に)
現在国土地理院で は､ 全観&IJ点のデ ー タを毎 日 - 回奄帯回線で つ くばの中央解析局に集め,
速報的な解析 と精密暦を用いた解析の 2種類の解析を行っ て い る｡ 前者の 目的は､ 異常な地殻
変動の 検出, 後者の 方は地殻変動場の理解の ための地殻変動の精密な換出と､ 柵密謝地網の構
築を 削勺として い る ｡ 精密麿 の入手は観測Elか ら約1 0日遅れとなっ てい る｡ 解析ソフトウ ェ
アと しては , Ber n e 8eソフ トウ ェ アを用いており､ 解析手法として は､ 計算機の負荷を軽減す
るため と､ ハ ー ド的な改善要因の混入をさけるために, 園1 に示したような枚数のクラスタ ー
に分割するやや枚雑な手法を採用して いる｡ 大気遅延丑杜､ 各クラス夕 - 毎に推定を行 っ てお
り ､ 全観測点を同時 に解析して求めたもの にはなっ て い ない ｡ この ため, 範囲の狭いクラスタ
ー に対 しては. 単独では大気遅延の 絶対値の構度が悪くなっ てしまう｡ その ため､ /てックボ ー
ンク ラス タ ー と呼ばれ る , 8Par B eなクラス タ ー に対する結果を結合する L= とによっ て絶対催の
精度を上げてい る ｡ 推定に際して 臥 まずSa asta n oin e n(1 972) のモデル に標準大気を入れた
遅延量を計算 し, そ の健からの補正値を最小 二 乗法で推定
■
して い る . また､ す べ てのデ ー タが
座標/iラメ 一 夕を介在してす べ て の パ ラメ ー タに寄与するこ とから ､ 大気遅延量を3時間毎に
bo x･ c a rfun ctio nで モデリ ングして , 2 4時間の G P Sデ ー タからパ ラメ ー タ推定してい る｡ そ
の際､ 大気遅延の平滑イヒの 条件はほ とん ど課されてい ない ので , 3時間毎の/iラメ 一 夕はかな
り独立 であり､ その 3時間の 間の デ ー タか ら求めた と考えて もよい程度である｡ 得られる遅延
量はト ー タルの 遅延孟なの で , 湿潤遅延量を求めるためには別途乾燥大気遅延を計算して差し
引く必要がある ｡
3 デ ー タ ベ ー ス の仕様案
国土地理院に整備されて い るG PS連続観測網は, 新しい測量基準点体系の構集と地殻変動
の 監視を目的として い る ｡ こ の目的の ため に各観測点の 2 4時間デ ー タを1日に1 臥 観測点
から電話回線で解析セ ンタ ー に転送 して い る｡転送された安倍生デ ー タは解析居で直ちにRINE‡
フ ォ
ー マ ッ トに変換される｡ しかし ､ 本珠顔の 目的を達成するためには , 1 E1回の デ ー タ
転送で はタイム ラグが大きく , 数値予報で使用する には不都合である｡ そ こ で , 空間分解能を
保持したまま時間分解能をあげるため に, より短い時間間隔で (例えば1時間毎に) 観測デー
タを転送する必要が生じてくる ｡ 送られてきた受信生デ ー タは ｢測地観測デ ー タベ ー ス+(以下
で は頭文字 G で表す) の G-lev el l､ G-le vel 2 の 主としてデ ー タベ ー ス に格納される｡ 国土
地理院では , こ の デ ー タを用いた自動解析で大気遅延童を推定し､ ｢&rJ地環境情報デ ー タベ ー ス
(水蒸気)+(以下で は頭文字h( で表す) の M-1e v ell物理量として保管する. これ らの M-lev el 1
ー 75-
デ ー タは毎日決ま っ た時刻にFTP で気象庁に転送される ｡ 気象庁で は､ これ らの 大気遅延量を .
観測された地上 気圧および気温に基づい て可降水量(班-leye12)に変換 し､ 数値予報の 入 力デ ー
タとする ｡
数値予報が実行され ､ 結果が得られ ると ､ 各G PS観測地点の 可降水量の初期値と予報億が
計算され ､ その時点での地上気圧と気温とともに国土地理院に転送され争｡ なお , 初期値に は
遅延豊か ら変換された可降水量とモデルに取り込まれたときの億がある｡ この計算された可降
水量予報値Iま班-1eve13 の主として国土地理 院の デ ー タベ ー ス に保管される ｡
国土地理院で は この 予報値に基づい て大気遅延量の予報億 伽-1e v e14)を求め , G P S精密
解析 ソフ トの入力の 一 つ として用い られる ｡ そ の結果得られた高精度の解(G-le vels) および.
sIN E‡フ ォ ー マ ッ トフ ァイル(G-leve14)は ､ ｢洲地観測デ ー タベ ー ス+ のなかに保管される｡ 最
後に ､ G11e v e13あるい はG-1ev e14から得られた時系列等の 情報を､ G- 1e ve16 と してデ ー タベ
ー ス に格納する ｡ 以上のプロ セスをま とめたの が図2である｡
測地観測デ ー タベ ー ス
受信機デ ー タ
(G･1e v el1)
RINE X形式
(G･le v e12)
座標 ､ 共分散
(G-le v el3)
SIN E X形式
(G-lev el 4)
速度場､ 時系列
(G-lev el 5)
気象庁
水蒸気情報デ ー タベ ー ス
天頂湿潤遅延推定値
(M l e v el1)
可降水量推定値
(” -le v el2)
可降水量予報値
(M -le v el3)
天頂湿潤遅延予幸辰値
(M -lev el 4)
P11.水素先付頼子
ー タぺ - スの 兼
4次元
政血予租システム デ - タ同化
システム
↑ J,
可 降水t推定dE 可 砕水JE 予報他
国土地理院
晶昌
止旦堅 _ _ _ _ _+
/ト
R TN EX
ファイル
ソフ
大 気遵獲
推定値
大気連荘
予 報dL 警抜 牌 l
ソフトウェ ア LlGPS鮒
↑
トウェ 7
心
1Q PS 抑
園 之 GPS気象学r=おけるT
- J
一 夕の流れ
- 76-
